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報告の⽬的と構成

１．基盤⼒テストの概要

２．語彙⼒テストの開発概要と実施結果

３．まとめと今後の展望

⼭形⼤学では、学⽣の学びの到達度を直接評価す
る「基盤⼒テスト」を独⾃開発し、2018 年度には
新たに「語彙⼒テスト」を開発した。本発表では、
語彙⼒テストの開発過程、並びに2019 年度⼊学⽣
を対象に実施した結果などについて報告する。



基盤力テストの概要
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AP事業への採択
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基盤⼒テストの⽬的と実施時期

• 学⽣の学習達成度を直接評
価し，学⼠課程教育の効果
を検証すること

４年次

２～３年次
基盤専門教育

１年次
基盤共通教育

基盤力テスト（入学時）

基盤力テスト（２年始業時）

基盤力テスト（３年次）

⼭形⼤の学⼠課程教育
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基盤⼒テストの構成

p 学問基盤⼒テストー⾃律的に課題に取り組む専⾨⼒

•数的⽂章理解・語彙⼒・数学・物理学・化学・⽣物学

p 実践地域基盤⼒テストー社会でリーダーシップを発揮する⼈間⼒

•５因⼦性格調査
•出⽋状況・ポートフォリオ（現存）
•フィールドワーク・インターンシップ・課外活動実績

p 国際基盤⼒テストー実践的な英語で多様性に挑戦する国際⼒

• TOEIC（現在２回実施）
• eラーニング、留学等国際関係活動実績
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基盤⼒テストの実施基盤
• スマートフォンアプリ（YU Portal）を独⾃開発
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試験形式
• 試験時間は学⽣の負担を考慮して５科⽬で30分程度を
想定
Ø 出題数は各分野、５問ずつ
Ø 設問毎の制限時間︓３分

出題形式
• 項⽬反応理論（Item Response Theory, IRT）による、
受験者の回答に応じた難易度調整

基盤⼒テストの実施形式（学問基盤⼒）



語彙力テストの
開発概要と実施結果
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語彙⼒テスト開発の背景

• 学問基盤力テストー自律的に課題に取り組む専門力
領域 人社 地教 理 医 工 農

数的文章理解・語彙力 〇 〇 〇 〇 〇 〇

数学・物理学・化学・生物学 〇 〇 〇 〇

・「学生の学習達成度を直接評価し，学士課程教育の効果を検証する」という基本思想を
踏まえ、人社、地教の学生を対象にした論理的思考力を問うテストを平成30年度に試行
実施。スマホで実施することが困難であり、かつ適切な問題プールを増やすことが難しい
ことから、新たな方法として「語彙力テスト」の研究開発に着手。
・並行してスタートアップセミナー（１年生向け前期必修科目）において、２サイクルを通じて

提出される課題やレポートをデータマイニングし、事前事後比較して学生の日本語運用
能力や文章力向上を客観的な指標により把握できる手法の研究開発に着手。

・以上を踏まえ、まず入学時に学生の「語彙力」を測定し、入学後のスタートアップセミナー
の課題やレポートの事前事後比較の結果、2年始業時の「語彙力」の測定結果を用いて、
基盤共通教育における学生の学習の達成度を客観的に把握する取組を試行的に実施
する。
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語彙⼒テストの⽬的
語彙≒Vocabulary
→語彙は、日本語力の中でも主要な基本要素

→ある言語、ある地域・分野、ある人、ある作品など、それぞれで使われる単語
の総体。

広さ：どのぐらいの語彙を知っているか

深さ：特定の語彙をどのぐらい知っているか

• 山形大学で実施する語彙力テストは「深さ」の測定に主眼を置き、
以下の目的の下で実施する。
① 高校教育を経て本学に入学してくる学生が、大学の授業において日
常的に用いられている基本的な語彙について、どの程度、理解してい
るのかを測定する。

② 1年間の基盤共通教育を経た後に、入学時に理解できなかった語彙に
対する理解がどの程度、向上しているのかを測定する。

③ 上記を通じて、授業内容の検討、シラバスの記載内容等、大学におけ
る学びの向上や教育の質保証強化に資する取組の参考情報として活
用する。
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開発に当たっての基本的な考え⽅

山形大学固有の
データソース

・学術基本用語集
〔角（2010）〕

・日本語学術共通
語彙リストDB
〔松下（2011） 〕

・科学技術用語
〔J-GLOBAL〕

汎用的・基本的な
データソース

434語

2592語

約33万語

・2013-2018年の基盤共通教
育のシラバス
（対象科目数：4713）

授業目的

到達目標

ｷｰﾜｰﾄﾞ

授業計画

山形大学
オリジナルの
語彙リスト

7279語

12413語

10576語

7739語
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語彙リストの作成
固有データソース

基盤共通教育科目シラバス

日本語学術共通語彙
人文・芸術、社会科学領域

依拠
一過
右上
永続
援用
遠心
下巻
下方
仮想
可決
可視
過熱
画一
介在

概観
細分
隔たり
概略
学識
割り振る
範疇
包含
パラメーター
間引き
網羅
企図
紀要
・・・

幾何
運動
構造
概略
力学
解析
法則
責務
範疇
機能
行列
包含
微分
酸性

機能
仮説
考察
為替
現象
究明
享受
凝縮
多読
妥当
待遇
登記
未曾有
・・・

独自語彙リスト

依拠

一過

可決

可視

介在

細分

概略

範疇

・・・

243語 169語

包含

仮説

為替

究明

享受

凝縮

妥当

未曾有

250語
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開発スケジュール

設問構想・
予備調査

設問検討・
試行試験

YU-Portal

実装
本試験

１年生

2019年
４月

2019年
2月

• 平成31年度入
学生のうち、人
社、地教の学生
（約470名）を
対象に実施

• １年生（文
理混合）
141名を対
象

Ø 各設問の難
易度を推定

2018年
11月

2018年
12月

• １年生（文理
混合）8名を
対象

Ø 語彙の精選
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語彙⼒テストの設問例

問1．「概観：概観を
示す」について、最
も適当なものを以
下の選択肢から一
つ選べ。

1.詳しい内容のこと

2.自己主張すること

3.全体のあらましのこ
と

4.他の人に説明する
こと

5.わからない

YU Portal（スマートフォンアプリ）での実施に合わせた選択肢の設定

問2．「学識：学識が
ある」について、最
も適当なものを以
下の選択肢から一
つ選べ。

1.学問的評価が高い
こと

2.博士号を持ってい
ること

3.人脈が広いこと

4.人望が厚いこと

5.わからない
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語彙⼒テストの実施結果（１）

当日投影のみ
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語彙⼒テストの実施結果（２）

当日投影のみ
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語彙⼒テストの実施結果（３）

当日投影のみ



まとめと今後の展望
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まとめ

• ⼤学での学びや社会で強く求められている思考
⼒を直接測定する⼿段の⼀つとして、語彙⼒テ
ストを独⾃開発し、2019年度⼊学者から実施

• 基盤⼒テストの実施基盤であるYU Portalを活⽤
し、効率的かつ効果的にテストを実施

• 2019年度⼊学者の実施結果から、教育プログラ
ムによって能⼒値（θ）に差は⾒られるものの、
設問と難易度の推定は概ね想定していたレベル
→継続的な検証が必要
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今後の展望（１）

• 2019年度⼊学⽣の能⼒値を基に、⼤学⼊学時の
ベースライン確⽴、能⼒値の増減の分析など

• 先⾏研究、専⾨教育のシラバスを基に3年次⽤の
問題の開発（語彙⼒のみならず専⾨、英語への
展開を模索中）

• 教育プログラムごとに基盤⼒テストの結果、出
⽋や成績情報などをカリキュラム・マップと照
合し、各種IR分析を試⾏
→アセスメントの設計と実施からIEへの活⽤
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今後の展望（２）

教育課程の編成・
実施⽅針（CP） カリキュラム 学位授与の⽅針（DP）

CP1 CP2 … CPn 科⽬名 担当教員 授業の⽬的 授業の到達⽬標 DP1 DP2 ・・・ DPn

〇 〇

サイエンス・ス
キル

⼭形太郎
⼭形花⼦

化学、⽣物、物理
学及び⽣化学の基
礎知識を涵養する。

(１)○○に関する
基礎知識を把握
できている。

(２)△△に関する
理論を理解でき
る。

(3)◇◇的なものの
⾒⽅を⾝に付け
ている。

(１)△
I

(２)◎
R

(３)〇
M

(1)△
A

A1学プログラム

A2X学プログラム

A2Y学プログラム

B1学プログラム

B2学プログラム

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

◎ DP達成のために特に重要な事項
〇 DP達成のために重要な事項
△ DP達成のために望ましい事項

I︓ Introduced
R: Reinforced
M: Mastered
A: Assessed

CPとの対応状況 DPとの対応状況 カリキュラムの順次性



本報告に対するご意⾒、お問い合わせは、
以下までお願い申し上げます。

e-mail: asano@cc.yamagata-u.ac.jp

語彙⼒テストの開発は、⼀般財団法⼈⼤学IR総研
「⼤学IRの充実に資する研究または実践活動への
助成」（研究代表者︓浅野茂）を受けて実施して
おります。




